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本研究では，魚食性魚類であるクロマグロ Thunnus orientalis とスジアラ Plectropomus 















精査し，成長差の発現時期を特定することとした（第 2 章第 1 節）。次に，成長差に関
 
わる遺伝的影響について検証するため，複数の雌親魚から得られた受精卵を用いて仔稚
魚飼育を行い，同様の調査を行った（第 2 章第 2 節）。 











な調査を実施した（第 3 章）。 
その結果，スジアラでは成長差の発現には遺伝的影響は明確に認められなかった。ま
た，仔魚期から稚魚期への移行期には明確な成長差の発現は認められなかった。しかし，
逆算推定された全長からみると 22 日齢には一部の仔魚に稚魚へと変態を開始する個体
が出現し，その結果，発育段階が早期に稚魚に移行した個体から成長差が発現したこと
が明らかになった。また，この成長差は，餌料環境（種類，物性など）によっても助長
されるものと考えられた。 
以上の結果から，魚種によって特異的な成長差の発現する発育段階があり，さらに，
仔稚魚の発育段階と餌料系列の組み合わせによって成長差が増大すると考えられた。ま
た，雌親魚由来の遺伝的影響については，飼育事例によっては成長差に母系遺伝の影響
が認められた。 
本研究で明らかになった魚類の成長差の発現機構は，現在，飼育初期に発生する減耗以
外で問題となる共食いを軽減させるサイズ選別の実施時期などを予測する上でも，有益
な知見なるものと考えられる。さらに，魚類養殖の面から育種研究にも繋がる結果であ
り，育種研究を進めていく上でも重要な知見であると考えられる。 
